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平和と紛争予防
／紛争解決月間
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　来る２月24日と25日、2790地区の地区大会が開催
されます。
　当地区には、RI会長代理として松宮剛先生が派
遣されます。松宮先生は、茅ヶ崎湘南ロータリーク
ラブの会員で、2004-05年・第2780地区のガバナー
を務められました。2012-14年には第２ゾーンからRI
理事となられ、現在までに全国RYLA研究会委員や
公益財団法人ロータリー日本財団評議員などを歴任
されております。茅ヶ崎交響楽団には設立時から参
加されてチェロ・パートを務められ、また、ワインを
愛飲されるなど、心豊かなご趣味もお持ちでいらっ
しゃいます。今回のRI会長代理をお努め頂くのに先
立ち、2790地区内の３つのクラブ例会に参加したい
旨と、地区内で行われる奉仕プロジェクトの見学をし
たい旨の要望を頂き、千葉RC・成田RC・館山RC・
勝浦RCをご見学頂きました。単に、事務的にRI会
長代理をお努め頂くに留まらず、誠実に対応されよう
とする姿勢に、私は深く感銘した次第です。嘗てお
話しされたご講演では、⑴一業種一会員制の持つ功
罪、②出席してこそ得られるもの、③個人奉仕とい
う幻想、④単年度制が生かせなかった歴史、⑤平
等は本当に担保されていたのかなどを命題とし、ロー
タリーで実しやかに語られる既成概念を掘り起こし、
別の視点からの考察を提示されております。今回の
地区大会においても、約45分間に渡るご講演をお願
いしてございます。平易な言葉で語られるニュートラ

ルな視点から、新たなロータリー観をご提示いただ
けるものと思います。皆様には、楽しみにして頂きた
く、お願い申し上げます。
　一方、地区大会記念講演は、小宮山宏先生にお
願いしてございます。小宮山先生は、第28代東京大
学総長で、現在は三菱総合研究所理事長でいらっ
しゃいます。日本を代表する知識人のお一人でござい
ます。小宮山先生は、日本を称して課題先進国と呼
び、日本は課題解決先進国として世界のモデル足り
得ると主張されております。即ち、只今の日本は人口
問題をはじめ数々の大きな課題に直面している。し
かしそれらの課題は、偶々日本が世界に先駆けて直
面しているに過ぎず、いずれ世界が日本と同様の課
題に直面する事となる。ならば、世界に先駆けて日
本がそれら課題を克服できたなら、それは日本モデ
ルとして世界の手本となるであろうとする主張です。
例えば、文明維持の為には地球環境を維持しつつ、
物質的基盤を確保しなければならない。結局、エネ
ルギー消費の削減と経済成長の両立という困難な課
題に対峙することになる。実は課題先進国である日
本は、こうした人類の課題を既に経験し、解決が可
能である事を事実によって示している。それらの事
実を、日本のGDPやエネルギー消費・電力消費量な
ど膨大なデーターを分析しつつ、平易に解説されて
おります。皆様には、壮大なスケールで語られる知
の結集をお楽しみ頂ければ幸いでございます。

国際ロータリー第2790地区
2017-18年度ガバナー 寺嶋　哲生（柏RC）

理念と実践　〜Think Next〜地区行動指針

地区大会に向けて
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　暦の上でも節分を迎え、新年を幸多き年としてお迎えのこ
ととお慶び申し上げます。
　去る2017年11月20日〜11月23日、グランドニッコー東京・
お台場に於いて、RIゾーン１，２，３，第46回ロータリー研究会
が開催されました。
　本研究会は、2016-18年度の斎藤直美RI理事と石黒慶
一RI理事によって招集され、パストガバナー、ガバナー、ガバ
ナーエレクト、ガバナー・ノミニー、ガバナー・ノミニーデジグネイ
ト始めガバナー補佐・シニアリーダー等を対象に、ロータリー
の最新情報や先進的事例が紹介されます。
　今回は、イアンH.S.ライズリー会長夫妻を始めポール.A.ネ
ツェル ロータリー財団管理委員長、RIとR財団の在日委員、
池田德博実行委員長始め実行委員、記念講演者・パネリス
ト等の特別参加者を交え、500名を優に超える多数の参加
者の下に開催されました。
　研究会に先立って、11月21日の夜にはRI会長夫妻の歓
迎晩餐会が開催され、いくつかのアトラクションを交えつつ、
和やかな時間を過ごしました。
　研究会初日の開会式では、RI理事会・RIの５カ年財務見
通し計画・R財団・RI会長エレクト指名委員会・トロント国際
大会の案内・ハンブルク国際大会の案内等の近況報告が
成され、次いでロータリー日本財団・米山記念奨学会・ロー
タリーの友・ロータリー文庫・日本100年史編纂委員会・日本
のロータリー100周年実行委会・日韓親善会・日台親善会・
2017規定審議会等の報告が成されました。
　午後には、イアンH.S.ライズリー会長とポール.A.ネツェル
管理委員長の基調講演が行われました。
　会長のスピーチはテーマを基にした「ロータリーに変化を
もたらす」で、会長はスピーチの冒頭、ご自身のフェイスブッ
クページ用に檀上から会場の様子をスマホでパチリ。スピー
チでは、スウェーデンやオーストラリアのクラブによる実際の
活動を例に出しながら、地元に根差したロータリアンだから
こそできること、そのパワーに言及したほか、女性会員の入
会や会長賞の達成に力を入れてほしいと、力強いメッセージ
を頂きました。
　ネツェル管理委員長は「ロータリー財団の新世紀に向け
て」と題した基調講演で、管理委員会が最近承認した「恒
久基金：2025年までに20億2500万ドル」の取り組みを紹介
しただけでなく、ポリオ撲滅活動におけるゼロ症例維持の重
要性に触れました。歴史へのカウントダウンが目前に迫って
いる今こそ、支援の勢いを保たなければならないとし、スピー

チの最後に紹介してくださったインドでの全国予防接種日で
の感動的なストーリーが、特に心に残っています。
　「ガバナー時代にロータリアンのグループを引き連れてイン
ドを訪れたときのこと。ある村で、脚の矯正手術を受けること
となったポリオ患者の９歳の男の子、パリーク君に出会いま
した。手術の日、私が病院のドアの近くに立っていると、地を
這いながらパリーク君が近づいてきました。すると、私の靴先
に口づけをしたのです。その後からやってきた両親も同じこ
とをしました。驚いて一言も出ない私に対して現地のロータ
リアンは、『感謝の気持ちを精一杯表しているんです』と言
いました。これは私のストーリーですが、同じようなストーリー
が何百、何千とあります。そしてそれは、皆さんからのご支援
が生み出しているのです。」と感動の実体験を述べられまし
た。
　第２セッションでは、「元気なクラブ」と題されたオープン
フォーラムが行われ、今年度の会長テーマの「ロータリー：変
化をもたらす」を実践したクラブの実例紹介等がありました。
　この他にも、１日目にはライズリー会長夫人がガバナー・エ
レクト配偶者を対象とした会合を別途招集され、年明けに
国際協議会（GETS）に参加するガバナー・エレクト配偶者
の質問等に丁寧に答えてくれました。
　翌日の最終日には、第３セッション「変化をもたらす日本の
将来ヴィジョン」とのテーマでセッションが行われました。
　いずれのセッションでも共通して感じたフォーカスは、100
周年を迎える日本のロータリーをどう元気にしていくか、クラ
ブ運営の多樣性をどのように高めていくか、活気あるクラブ
はどんな活動を行なっているかなどでした。
　各セッションの最後にはパネリストとの質疑応答が設けら
れ、フロアーから具体的な質問が多く寄せられました。
　また、オープンフォーラムの時間も設けられ、会長と管理委
員長に直接質問を投げかけるチャンスもありました。環境保
護を重視する会長の方針が今後も継承されるのか、国際大
会の開催地はどのように選択されるのか、ポリオ撲滅に続く
次の組織プロジェクト選択の有無と選択の基準、そして嬉し
い事に重点分野の１つに芸術を追加することについてなど、
幅広い質問が上がり、非常に充実した時間となりました。
　午後には、米国大統領奨励賞等を受賞された富田 勝慶
應義塾大学先端生命科学研究所長の記念講演「“脱・優
等生”が切り開くニッポンの未来」も催されました。
　２日間を通じ、全てが実践実例に基づいた未来志向の意
義深いセッションだったと感銘を受けました。

RIゾーン１，２，３，
第46回ロータリー研究会出席報告

2017-18年度ガバナーエレクト 橋岡　久太郎（佐倉中央RC）
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ガバナーノミニー
就任に当たって

ガバナーノミニー
デジグネート
就任に当たって

　橋岡久太郎ガバナーエレクトが米国カリフォル
ニア州サンディエゴで開かれた国際協議会からお
帰りになると、小生の2019-20年度はいっそう近づ
いてきます。
　この2019年５月１日を期して、新天皇の即位、
新元号制定の新しい時代が始まります。言わば150
年前の明治の「ご一新」のような時代の雰囲気が
創られる事でありましょう。2020年には東京オリ
ンピック、パラリンピックが開催される予定で、
56年前の先の東京オリンピックに匹敵する日本か
らの国際情報発信が世界各国に流されることで
しょう。この2020年は、東京ロータリークラブが
誕生してから100周年という節目に当たります。何
かが変わる。時代の雰囲気が何かしら新しい気運
に包まれてゆくことが期待される。そんな時代が、
今始まろうとしているのではないでしょうか！
　2017年５月の国際ロータリー「規定審議会」では、
ロータリークラブの組織規定が大きく緩和されま
した。新しい時代の潮がロータリーにもヒタヒタ
と押し寄せています。日本のロータリーは21世紀
になってから、会員数の減少が進み、世界全体に
占める地位が低下し始めました。
　国際ロータリーの理事を選出するゾーンの割り
当てが従来の３人から2.5人に減る見込みです。
　日本全体でも、第2790地区でも会員数の減少こ
そ底を打ったように見えますが、少子高齢化と地
方創生の効果が公平に、平均的に進んでいる訳で
はありません。クラブ間の会員数の格差が目立ち
始めました。クラブ内でも年齢構成の不均衡、女
性会員のいない、もしくは構成比率のきわめて低
い状況があります。各クラブの会員基盤の建て直
し、将来のロータリーの中核をなすであろう新時
代の感覚に長けた新しい層の会員を努めて吸収し
てゆくための独自のクラブ戦略が求められている
のではないかと思います。
　今から、この新しい時代への準備と覚悟を決め
て、ロータリーに新しい風を吹かせましょう！

　皆様こんにちは。今般、ガバナーノミニーデジグ
ネートとして、この月信の紙面をお借りして自己紹
介させていただきます事に感謝申し上げます。
　私が初めてロータリーを認識致しましたのは、高
校在学時であり、そこでは常に１〜２名の長期交換
学生がおりました。また３歳上の姉が米国の大学院
に留学する際に、当時の財団の国際親善奨学金を賜
り、学業に専念させていただけました事は、誠に有
難く身近な記憶でございます。
　私自身は、小学生から高校まで所属致しました
ガールスカウトにおいて、折にふれ、共同基金活動
で街頭に立ち、また障害を持つ児童との交流など、
視野を広め社会奉仕の一端に触れる機会がありまし
たことは、人生の初期における得がたい貴重な経験
と思っております。
　ロータリーに入会させていただき、ようやく10年
目を迎える今、２年後のガバナーという重責を前に、
戸惑いや不安が払拭しきれないのは事実です。人生
経験もまたロータリアンとしての経験も浅い中、ガ
バナーとなり地区内や地区を越えての多様な活動の
責を担うことに、身の引き締まる思いでございます。
　幸いなことに、昨秋この役職を拝命致しましてか
らは、地区の様々な委員会にオブザーバーとしての
同席をお許しいただいております。私にとりまして
は、地区委員の皆様のご経験・知識や今後の指針等
を共有させていただく、貴重な学びの場となってお
ります。加えまして、歴代のパストガバナーを始め、
多くの諸先輩方からのご指導も賜り、これをひとつ
の大きな自己研鑽の機会ととらえ、邁進してゆく所
存でございます。併せまして、ガバナー寺嶋哲生様・
ガバナ−エレクト橋岡久太郎様・ガバナーノミニー
諸岡靖彦様という直近の流れの中には特に重点を置
き、秀逸な皆様のお考えや計画を深く心に留め、ガ
バナー職を継承し次にお渡しする心積もりでござい
ます。皆様には、何卒ご指導ご鞭撻の程を心よりお
願い申し上げ、ガバナーノミオニーデジグネート就
任のご挨拶とさせていただきます。

（成田RC） （勝浦RC）諸岡　靖彦 漆原　摂子



− 4 −

（スリランカ）

　ロータリー財団の使命は、健康の向上、教育の
支援、貧困の緩和を通じて、ロータリアンが世界
理解、親善、平和を進めることができるようにす
ることです。軍事役員として、私は自分のキャリ
アの中で唯一の目的を持っています。それは平和
です。スリランカ北東部の内戦により私は地域社
会が直面した多くの苦難を経験しました。その中
においてロータリーは紛争の解決と平和の維持両
方の任務を遂行し、常に紛争の防止のために努力
しています。
　私の目標は、戦争、災害、貧困等に対して散在
した過去を合理化するため、そして平和研究、平
和維持、シリア紛争、ISIS侵出など世界中の大きな
脅威に対して、平和と専門的な助言が必要な人々
に役立つため、ロータリー平和フェローシップの
資格を得ることであり、国際的に平和のメッセー
ジを出すことです。
　みなさんは何かに挑戦していますか？ 
　私は、リーダーシップとは私の家族、組織、チー
ム、原因に大きく貢献する可能性と能力と考えて
います。私が軍で司令官に任命されたとき、将軍
から軍規の乱れを指摘されました。すぐさま上官
たちに連絡し状況を確認、指摘内容の目標を達成
する必要があるかどうかを分析、それに対して部
隊総員が深夜まで働くことに同意。私も自身の仕
事は最後に回し、彼らが私の助けを必要としたら
作業に参加。その間、私は翌日の要件も計画して
いました。私たちは不眠不休で働き
ました。結果、４日以内に目標を達
成。２つの建物の避難所を完成する
ことができました。そしてチーム
ワークが高く評価され、他の大隊の
ロールモデルとなりました。
　紛争解決は、複数の当事者間の紛
争、不一致の平和的終了を促進する
ことに関わる方法はプロセスとして
概念化されます。つまり誰かが、個
人的、財政的、政治的、または感情

的な要因に関する意見の不一致に対処する方法を
人々に教えることができれば良い。私は積極的な
参加と知識の共有を通じてグループの葛藤を解決
したいと考えています。
　停戦期間中（2002-2005）、私は、タミル人テロ
組織「タミル・イーラム解放のトラ」へ家族での
参加を強制され、軍の監視対象となった人物を知
りました。彼には息子がおり、彼は姉妹を救うた
めに自発的に組織に参加し、学業で試験に臨んで
いました。続いて姉妹も試験に臨む予定で、私は
軍の監視から外すよう要請しました。後に彼の娘
がJaffna大学に入学できたと聞いて、自分の意思決
定が正しいことを認識しました。さもなければテ
ロリストと同じ過ちを犯したかもしれません。こ
れが平和と紛争解決について考える私の人生の転
換点でした。
　誰かが平和を必要とするなら、我々は良い交渉
者でなければなりません。そして私はロータリー
平和センターで修士号プログラムを見つけました。
　この後、私がコースを選択することができれば、
私の組織の内外で意識啓発プログラムを実行する
ことができます。それは、国の共同体の調和に多
少なりとも影響します。私はロータリーとスリラ
ンカ軍の橋渡しをすることができるということで
す。私はロータリーとの親善大使になりたいと考
えています。

※翻訳文が長文のため委員会にて要約させて頂きました。

ロータリー平和フェローについて

　　平和と紛争予防／解決月間に向けて

第16期平和フェロー ジャナカ　ラナラジャ

全体写真の右から２人目右　ジャナカさん



− 5 −

　　平和と紛争予防／解決月間に向けて

　第2790地区のロータリアンの皆様
　初めまして。あるいは、大変ごぶさたしていますと申し
上げなくてはならない方 も々いらっしゃると思います。
　1983-84年に私は、松戸東ロータリークラブからの推
薦を受けた財団奨学生として、フランスに留学させてい
ただきました。1989年（平成元年）に国連難民高等弁
務官事務所（UNHCR）ジュネーブ本部に就職し、東京
勤務を経て、1997-99年にUNHCR職員とミャンマー北
西部ラカイン州で活動しました。その後、2000年に国連
UNHCR協会の設立に伴い、国際公務員からNPO職員
に転職し、国連の難民援助活動を後方から支える募金・
広報活動に従事してきました。
　UNHCRはどのように発音するのかと、よく尋ねられま
す。あいにく特別な呼び方はなく、「ユー・エヌ・エイチ・
シー・アール」、United Nations High Commissioner 
for Refugeesの頭文字を、ローマ字でそのまま発音して
ください。
　UNHCRは 1950年12月に設立され、130か国に事務
所があり、 職員約１万人のうち日本人職員は約80名です。
その役割は、紛争や迫害によって故郷を追われた難民
や国内避難民を国際的に保護・支援し、難民問題の解
決に対して働きかけることです。その活動が認められ、

「ノーベル平和賞」を過去２回（1954年／ 1981年）受賞
しました。
　緒方貞子第８代国連難民高等弁務官（1991 〜 2000年）
は、日本人で２人目、女性として初のロータリー親善奨
学生として、1951年にアメリカに留学されました。それ
は奇しくもUNHCRが活動を開始した年でもありました。
緒方さんが国連難民高等弁務官に就任した1991年、湾
岸戦争直後のクルド難民支援に対して、日本全国のロー
タリー会員がご寄付１億9700万円以上を集めてくださっ
たという記録が残っています。
　現在UNHCRでは、ロータリー財団の奨学金で留学し
た経験を持つ学友６人が活躍しています。なぜかすべて
女性です。
　緒方さんが2000年末に退任された翌年2001年に、ハ
リウッド女優のアンジェリーナ・ジョリーさんが、難民の
問題をもっと知りたいと自らUNHCRにアプローチされ、

その後、親善大使を経て、UNHCR特使として今も積極
的に活動されています。
　2016年末時点で、家を追われた人の数は過去最多の 
6560万人となり、その数はフランスの人口に匹敵するほ
どです。例えば、シリアからトルコ、レバノン、ヨルダン
などへ、アフガニスタンからパキスタン、イランなどへ、
ソマリアからエチオピア、ケニア、イエメンなどへ、さら
に南スーダンから多くの難民が流出しています。
　国際社会は現在、第二次世界大戦以後最大の難民危
機に直面していますが、難民保護のための資金は大幅
に不足しています。民間からの資金協力の輪を広げるた
めに、国連UNHCR協会では、私たち一人ひとりが緊急
事態・長期支援を支える毎月引き落とし 継続支援「毎
月倶楽部」への参加を呼び掛けています。
　また、UNHCRは「グローバル・シェルター・キャンペー
ン」を展開中で、2018年までに難民200万人のためのシェ
ルター建設または改善のための資金提供を民間セクター
に呼びかけています。
　シェルターには家族用テント、仮設住宅、借家など様々
な形式がありますが、難民にとって、暴力や迫害による
肉体的・精神的ダメージから回復するために必要な基盤
となります。例えば150万円あれば、５人家族用のテント

（約６万円／張）を25張届けることができます。
　2018年末まで継続される予定であるこのキャンペーン
に、ロータリーの地区やクラブからのご協力をご検討い
ただければ幸いです。ご参考として、「ロータリーの友」
2016年と2017年11月号に私が寄稿させていただいた記
事をご一読いただければ幸いです。（ご質問等は中村ま
で nakamura@japanforunhcr.org）

国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）の
人道援助活動

国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）国内委員会 中村　　恵

© UNHCR/Sebastian Rich

認定NPO法人国連UNHCR協会
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　理念研究委員会は研究・研修統括委員会のメンバーと
して各分区で開会された情報研修会に参加をし、「ロー
タリアンとしての誇り」をテーマとした意見の交流をさせ
てもらいました。その中で感じたことは多くの方がロータ
リーの本質を語れないということです。ロータリーが他
の団体とどこがどのように違っているのか、ロータリー
はどのような集まりなのかが明確になっていないことで
す。なぜか？　
　原因は二つあると思います。
　１．ロータリー暦が浅く単に情報不足である
　２．情報が多すぎて整理がつかない
①の情報不足・勉強不足については時間と研修委員会
の努力で解決できると思います。
②の情報の整理ができない。これが今のロータリーが
抱えている大きな問題です。特にこれからクラブの核と
なり運営に携わる方々がロータリーの勉強をした時にぶ
つかり悩んでいるところです。
　ロータリーってなに？　と問われたとき皆さんはどの
ように答えますか？　
　 ・「職業人の親睦団体」と云う人
　 ・「世界一の奉仕団体」と云う人
　 ・「職業倫理団体」と云う人
など、これらはどれも正解でしょう、我々は状況とお話
しする相手によって使い分けをしています。
　国際ロータリー（RI）の公式文書に（Rotary is）で
始まる文章が２つあります。
その１．（主としてロータリアン以外の外に向けた定義）
ロータリーは、人道的な奉仕を行い、あらゆる職業に
おいて高度の道徳的水準を守ることを奨励し、かつ世
界における親善と平和の確立に寄与することを目指し
た、事業および専門職務に携わる指導者が世界的に
結び合った団体である。
その２．（ロータリアンに向けた定義）決議23-34の1
ロータリーは、基本的には、一つの人生哲学であり、
それは利己的な欲求と義務およびこれに伴う他人のた
めに奉仕したいという感情とのあいだに常に存在する
矛盾を和らげようとするものである。この哲学は奉仕—

「超我の奉仕」の哲学であり、これは、「最もよく奉仕
する者、最も多く報いられる」という実践的な倫理原

則に基づくものである。
　では「ロータリーの理念」はと問われたときは?
　これが「解っているようで解っていない」ところです。
　 ・「ロータリーの目的」（旧綱領）と云う人
　 ・「四つのテスト」と云う人
　 ・「決議23-34」と云う人
　 ・「ロータリアンの行動規範」と云う人
などなど。2016年度手続要覧をご覧ください。
■　基本理念 （GUIDING PRINCIPLES）
職業人が一体となり、スキルと情熱をもって地域社会
に変化をもたらしてきたロータリーの100年以上の実
績は、世界中のロータリアンの誇りを高めてきた。ロー
タリークラブと地区は、ロータリーの使命を遂行し、
ロータリーが受け継いできた職業人精神と奉仕の歴史
を理解するために、ロータリーのガバナンス（組織統治）
に関する資料に加え、ロータリーの基本理念と価値声
明に精通するべきである。
　としてその冒頭に決議23-34を示し、「四つのテスト」、

「ロータリーの目的」などが続きます。
　よく、「変えてはならないもの」と「変えていかなけれ
ばならないもの」が討議されますが、これが変えてはい
けない「基本理念」と理解できると思います。
　一方で変えてもよいものは、その時代と文化に合わ
せた運用方法の変更です。最近のロータリーは様変わ
りしてきました。例えば「一業種一名の原則が一業種
数名へ」、「職業を持たない人でも入会可能へ」、さらに
は「例会日の減少」等々などです。さらに「会員特典
ロータリー・グローバル・リワードの導入」・ロータリ
アンの行動規範の５「事業や職業における特典をほか
のロータリアンに求めない」の撤廃、これは進化をし
てきたロータリーが昔の互恵団体に戻ってしまった観さ
えあります。皆さんはどのように感じていますか？
　この運用面の変更、緩和とも云われますがロータリー
での諸事を考えるときは常に「基本理念」を基に考える
ことが肝心です。緩和された先に立って考えると、緩和
の枠は広がり続け、基本から外れてしまいます。
　全てを「基本理念」に照らして考えれば正しい方向が
見えてくるはずです。
　溢れている情報を整理して理解しましょう。

変えてはならないロータリーの基本理念
溢れている情報を整理して理解しましょう

　　ロータリー理念研究委員会発表

理念研究委員会
委員長 松田　泰長（成田RC）
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叙勲・褒賞・表彰（敬称略） 寄付者紹介（敬称略）

ロータリー財団寄付

メジャードナー旭日双光章 端宝単光章 藍綬褒章 文部科学大臣表彰
端宝単光章
（統計調査功労）

小森　　哲 江澤　貞雄 鈴木　淳一 鈴木　勝彦
（佐原RC） （木更津RC） （八日市場RC） （八日市場RC）

飯生高一郎
（八千代RC）

文　庫　通　信（364号）

講演より
◎「国際ロータリー会長 田中作次さんに聞こう！ロータリーとは、奉仕とは、人生とは（講演及び会員との質疑応答）」
　　田中作次〔2017〕11p（D.2570地区大会報告書）
◎「地球温暖化防止の切り札は？」牛山　泉　2017　17p（D.2550地区大会の記念誌）
◎「世界を照らすLED」天野　浩　2017　9p（第45回ロータリー研究会報告書）
◎「四国で一羽の蝶々がはばたくと、世界でハリケーンが生じる〜情熱と意志を持って」北川正恭　2017　10p
　　（D.2670地区大会記録）    
◎「安全保障と危機管理」越野修三〔2017〕10p（D.2830RYLA報告書）
◎「日露首脳会談と政局の行方」岸井成格〔2017〕19p（D.2660地区大会報告書）
◎「母子の健康」対馬ルリ子　2017　6p（D.2830地区大会記録誌）
◎「福井県の恐竜時代」東　洋一　2017　4p（D.2650地区大会記念誌）            　
◎「山形大学のナスカの地上絵研究」山形大学研究チーム　2014　5p（D.2800地区大会講演集）

〔上記申込先：ロータリー文庫〕

　「ロータリー文庫」は日本ロータリー 50周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。
　ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万４千点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は勿論、電話や書
信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、一部資料はホームページでPDF
もご利用いただけます。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。
　以下資料のご紹介を致します。

── ロータリー文庫 ──
〒105-0011東京都港区芝公園2-6-15　黒龍芝公園ビル3階　TEL（03）3433-6456・FAX（03）3459-7506

http://www.rotary-bunko.gr.jp　　開館：午前10時～午後5時　　休館＝土・日・祝祭日

（公財）ロータリー米山記念奨学会ニュース（ハイライトよねやま214号）
今月のトピックス

秋の叙勲で学友が旭日小綬章に輝く

ご寄付の確定申告用領収書について

《今月のピックアップ記事》

〈お知らせ〉

・第３代よねやま親善大使を募集します！ 
・2018-19年度地区米山記念奨学委員長セミナー開催報告
・寄付金速報　−今年もよろしくお願いいたします−

・台湾米山学友会が総会を開催
・秋の叙勲で学友が旭日小綬章に輝く

　平成29年秋の叙勲受章者が発表され、外国人叙勲としてなんと２人の学友が旭日小綬章に輝き、12月にそれぞれ日本の在外公館に
おいて勲章・勲記の伝達式が行われました。
◆朴明欽（パクミョンフム）さん（韓国／ 1983-85 ／京都東山RC）、元・釜山韓日文化交流協会理事長。
　日本･大韓民国間の友好親善及び相互理解促進に寄与。
“同志社大学の修士課程で学び、さらに博士課程まで進むことができたのは米山記念奨学会のお蔭だと存じております。韓国では大
学教育や学問研究を中心にしながらも、日韓両国の相互理解と友好親善を図るため両国交流団体にて社会活動を続けています。日本
での留学の際、貴奨学金を頂いたこと重ねて御礼申し上げます”
◆ジャンチブ・ガルバドラッハさん（モンゴル／ 1998-99 ／山形北RC）、新モンゴル学園理事長。
　モンゴルにおける日本式教育普及及び日本・モンゴル間の相互理解促進に寄与。
“私は、皆様方への感謝を胸に恩返しをしたい一心で努めてきただけですので、この章は皆様方のものです。この勲章を受章したこ
とで新たな活力がわいてきました。これからもみなさまへのご恩を倍々返しできるように力の限り努力していきます。どうか温かく
見守ってください”

　昨年１年間（１〜 12月）に特別寄付をしたすべての方、もしくは普通寄付金の領収証を申請したクラブには、１月末日までに（確
定申告に間に合うように）、認定証の写しが付いた申告用領収証をロータリークラブ宛に送付します。

そのほかの記事は、ぜひPDF版をご覧ください。→http://www.rotary-yoneyama.or.jp/summary/pdf/highlight209_pdf.pdf

高橋　邦夫
（東金RC）



− 8 −

寄付者紹介（敬称略）

新ロータリアン（敬称略）

ロータリー財団寄付

米山功労者

米山功労者

マルチプル･ポール・ハリス・フェロー

新ポール・ハリス・フェロー 新ベネファクター ポリオ・プラス

宇田川純一 堀口　路加 山田　珠子

吉田　俊治

塚本　英夫

古山　隆男

長谷川泰士 三村　藤明 児山　守治

長谷川裕一

樋渡　琢也

鈴木　宏尚

遠藤　英一

小寺　真澄 大野　眞里 松田　茂一

武井　紀夫 平野　雅敏 生形　健一 太田原慎一 湯本　高之 申　　澈權 石引　美貴 林　　希一 下田由起男

斎藤　英之

辰田　享一 山崎　智弘 佐々木建雄 浮谷　芳之 越永　雄一 塚本　福二

重城　敬子

鈴木　貴志

麻生　正視

角田　幸弘

平野　弘和

中塚　雅人

鎌形　芳法

原　　弘行

堀内　正一

本間　英一

小林　直人 浅野　　久

櫛田　仁一

吉田　俊一

日暮　　肇

田中　康雄 竹内　清海 島根　太真

石引　美貴

伊原　清良 織田　信幸 山田　光雄 小原　貞雄 成田　　温 槍木　勝典

横山　知正 木下　康誠 峯﨑　崇聡

（市川シビックRC） （成田RC） （佐倉RC）

（新千葉RC）
旅行斡旋

11月22日入会

（柏西RC）
５回目

（市川シビックRC）
１回目

（市川シビックRC） （松戸北RC） （松戸北RC）

（鴨川RC）
電気事業

12月５日入会

（八街RC）
３回目

（市川シビックRC）
１回目

（成田RC）
９回目

（成田RC）
４回目

（八街RC）
４回目

（松戸RC）
３回目

（木更津RC）
２回目

（八街RC）
２回目

（八街RC）
２回目

（松戸RC）
２回目

（松戸RC）
２回目

（松戸RC）
２回目

（市川南RC）
１回目

（松戸RC）
１回目

（松戸RC）
１回目

（鴨川RC）
米穀販売

12月５日入会

（市川シビックRC）
２回目

（市川シビックRC）
２回目

（市川シビックRC）
２回目

（市川シビックRC）
２回目

（市川シビックRC）
２回目

（市川シビックRC）
２回目

（木更津RC）
２回目

（袖ケ浦RC）
１回目

（茂原東RC）
２回目

（成田RC）
１回目

（木更津RC）
８回目

（柏西RC）
小売業

12月８日入会

（八街RC）
２回目

（八街RC）
１回目

（木更津RC）
７回目

（富津中央RC）
福祉施設

１月11日入会

（柏西RC）
２回目

（松戸北RC）
２回目

（柏西RC）
１回目

（松戸北RC）
２回目

（柏西RC）
８回目

（市川シビックRC）
２回目

（市川シビックRC）
２回目

（市川シビックRC）
２回目

（市川南RC）
１回目

（松戸RC）
７回目

（松戸RC）
７回目

（木更津RC）
６回目

（館山RC）
５回目

（成田RC）
５回目

（八街RC）
５回目

（松戸東RC）
塗装工事

１月12日入会

（松戸東RC）
社会保険労務士
１月12日入会

（松戸東RC）
洋服小売り

１月12日入会

希望の風奨学金

ゲイビ アデル
（柏西RC）

１回目
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国際ロータリー第2790地区（千葉）出席・会員数報告（2017年12月分）

分
区

分
区

第
１
分
区

第
７
分
区

第
８
分
区

第
９
分
区

第
10
分
区

第
11
分
区

第
12
分
区

第
13
分
区

第
２
分
区

第
３
分
区
Ｂ

第
４
分
区

第
５
分
区

第
６
分
区

第
３
分
区
Ａ

クラブ名

市 川
市 川 東
市 川 南
浦 安
市 川 シビック
浦 安 ベ イ

平　均
船 橋
船 橋 西
鎌 ヶ 谷
船 橋 東
船 橋 南
船 橋 み な と

平　均
千 葉
新 千 葉
千 葉 西
千 葉 中 央
千 葉 幕 張
千 葉 東
千 葉 若 潮

平　均
千 葉 南
市 原
千 葉 港
市 原 中 央
千 葉 北
千 葉 緑

平　均
木 更 津
上 総
富 津 中 央
木 更 津 東
君 津
袖 ヶ 浦
富 津 シ テ ィ

平　均
館 山
鴨 川
勝 浦
千 倉
鋸 南
館 山 ベ イ

平　均
茂 原
東 金
大 原
大 多 喜
成 田 空 港 南
茂 原 東
茂 原 中 央
大 網
東 金 ビ ュ ー

平　均

銚 子
旭

八 日 市 場
銚 子 東

平　均
佐 原
多 古
小 見 川
佐 原 香 取

平　均
成 田
八 街
印 西
白 井
富 里
成田コスモポリタン

平　均
柏

我 孫 子
柏 西
柏 東
柏 南

平　均
習 志 野
八 千 代
佐 倉
八 千 代 中 央
四 街 道
習 志 野 中 央
佐 倉 中 央

平　均
松 戸
松 戸 東
松 戸 北
松 戸 中 央
松 戸 西

平　均
野 田
流 山
野 田 東
流 山 中 央
野田セントラル

平　均

クラブ名出席率
（％）

87.50
100.00
89.00
89.70
79.64
86.66
88.75
90.32
87.10
85.37
86.20
77.78
92.97
86.62
83.77
80.50
87.11
74.21
79.28
61.75
79.04
77.95
76.04
79.90
93.94
79.78
82.76
84.15
82.76
80.87
67.18
80.43
81.66
93.93
91.78
88.90
83.54
84.26
91.18
91.00
72.22
88.46
70.36
82.91
91.14
66.66
90.00

100.00
92.86
94.73
81.52
68.82
60.00
82.86

91.89
75.50
78.03
82.37
81.95
80.86
78.57
94.20
88.89
85.63
73.59
81.89
71.51
51.56
85.80
71.68
72.67
67.90
78.66
80.13
90.18
64.20
76.21
78.12
92.28
63.22
91.60
72.55
75.37
69.70
77.55
90.28
89.51
78.67
88.77
87.07
86.86
83.03
82.14
74.99

100.00
84.06
84.84

3
3
3
3
4
3

3.17
3
4
3
3
3
4

3.33
4
3
3
3
3
3
2

3.00
4
3
3
4
3
3

3.33
3
4
3
3
3
3
4

3.29
4
3
4
3
2
3

3.17
3
3
3
4
3
3
4
3
2

3.11

3
4
3
3

3.25
3
4
3
3

3.25
4
2
3
4
3
3

3.17
3
3
4
3
3

3.20
3
4
3
2
3
3
3

3.00
3
4
4
3
4

3.60
3
2
4
3
3

3.00

1
3
2
2
0
0

1.33
0
7
2
3
1
4

2.83
3
0
3
0
2
6
1

2.14
7
3
3
1
3
1

3.00
2
0
1
1
4
4
0

1.71
3
4
4
2
1
0

2.33
0
1
1
1
0
1
2
1
1

0.89

4
3
2
2

2.75
0
0
0
1

0.25
4
3
1
0
0
0

1.33
9
3
3
6
5

5.20
2
0
3
1
3
5
5

2.71
0
0
0
6
0

1.20
7
4
0
2
1

2.80

1
3
2
2
0
0

1.33
0
7
2
3
1
4

2.83
5
0
3
0
3
3
1

2.14
6
3
3
1
3
1

2.83
4
0
1
3
4
4
0

2.29
3
5
4
2
1
0

2.50
0
1
1
1
0
1
2
1
1

0.89

4
4
2
2

3.00
0
0
0
1

5.00
5
3
1
0
0
0

1.50
9
2
3
6
6

5.20
2
0
3
1
3
4
6

2.71
0
0
0
6
0

1.20
7
4
0
2
1

2.80

40
43
19
43
32
13

31.67
29
42
34
32
13
20

28.33
80
51
45
32
35
34
31

44.00
47
40
24
50
29
26

36.00
27
15
29
46
54
25
16

30.29
49
31
36
6
13
23

26.33
62
14
9
6
35
21
21
31
20

24.33

39
43
38
32

38.00
49
15
23
25

28.00
69
30
20
15
30
69

38.83
62
26
62
35
33

43.60
26
51
28
22
27
48
21

31.86
55
46
39
44
29

42.60
54
14
22
22
25

27.40

38
44
19
45
34
15

32.50
31
43
32
31
14
20

28.50
89
53
51
35
37
30
34

47.00
47
40
24
50
27
26

35.67
29
16
34
50
59
24
15

32.43
48
35
39
5
13
23

27.17
63
15
9
8
33
21
21
31
20

24.56

40
45
38
31

38.50
49
17
23
25

73.00
73
31
18
14
30
69

39.17
62
25
67
35
40

45.80
25
51
29
22
26
50
22

32.14
57
44
40
43
28

42.40
56
14
22
22
25

27.80

△ 2
1
0
2
2
2
5
2
1

△ 2
△ 1

1
0
1
9
2
6
3
2

△ 4
3

21
0
0
0
0

△ 2
0

△ 2
2
1
5
4
5

△ 1
△ 1

15
△ 1

4
3

△ 1
0
0
5
1
1
0
2

△ 2
0
0
0
0
2

1
2
0

△ 1
2
0
2
0
0
2
4
1

△ 2
△ 1

0
0
2
0

△ 1
5
0
7

11
△ 1

0
1
0

△ 1
2
1
2
2

△ 2
1

△ 1
△ 1
△ 1

2
0
0
0
0
2

出席率
（％）

会員数 会員数
2017
7/1

2017
7/1当月 当月増減 増減

例
会
数

例
会
数

女
性

女
性

女
性

女
性

クラブ数83RC
地区会員数
地区会員数
地区女性会員数
地区女性会員数

当月平均出席率
増減
女性会員増減

2,761人
2,828人

177人
183人

82.14%
+67
+6

2017年７月１日
2017年12月末日
2017年７月１日
2017年12月末日

２月のロータリーレート

110円物 故 会 員  （敬称略）

古谷　　彊 野間口　勉
逝去日：2017年12月１日（享年84歳）
入会日：1981年５月26日
ロータリー歴：1994-05　クラブ会長
　　　　　　　1997-98　分区代理

逝去日：2017年12月30日（享年81歳）
入会日：1988年９月７日
ロータリー歴：1993-04　クラブ会長
　　　　　　　1997-98　第９分区代理
　　　　　　　2017 18　地区大会会長

（第10分区　柏南RC） （第９分区　成田コスモポリタンRC）
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　10月15〜16日にかけて米山奨学生及びカウンセラー、
地区委員と併せて総勢44名で、一泊二日の米山梅吉記
念館探訪研修旅行を行いました。
　一日目は、千葉駅をスタートしてからバス車中でビデ
オ研修、途中昼食をとり、記念館到着。到着と同時に
第2620地区評議員の藤井圭二様（富士吉田西RC）と
2016-17米山学友会会長ランタ・アサンカ・エリワーヤさ
んと副会長のシノハラ・シャオフェイさんにお出迎えをい
ただき、記念館ホールで藤井圭二様から歓迎のご挨拶
をいただきました。その後、記念館２階にある展示室の
見学並びに米山梅吉翁の説明を受け、更にシノハラ・シャ
オフェイさんから米山奨学生の心得としての卓話を頂戴
した後、米山梅吉翁のその遺徳を偲び墓参を行いまし
た。シノハラ・シャオフェイさんには昨年に続いて卓話を
いただき、そのご丁重な対応に感謝の言葉もありませ
んでした。その後一行は、西伊豆堂ヶ島の温泉宿に直
行。湯船に浸かった後、研修の疲れをいやす大宴会で
した。無礼講との事もあり２次会、３次会までも盛り上
がる懇親の席となりました。二日目は、土井港から駿河
湾カーフェリーで清水港、世界文化遺産に登録されてい
る名勝「三保の松原」の見学を行い、昼食後、一路帰
途へ。無事千葉駅に到着して研修旅行を終了いたしまし
た。二日間の研修の旅でしたが、奨学生の皆さんにとっ
ては、良き研修であり、良き思い出であり、この旅によっ
て奨学生同士の絆がより一層強くなったと思います。奨
学生の皆さん、カウンセラーの皆さん、お疲れ様でした。

〈奨学生・学友担当委員　佐藤廣子（大網RC）〉
　10月15〜16日、奨学生・カウンセラー・
地区役員と総勢44名の参加者でした。
バスの中では、奨学生とカウンセラーの
話し声やガイドさんの説明、カラオケで
盛り上がりました。記念館では米山梅

吉翁の生涯を学び、お墓参りをさせて頂き感慨深いも
のがありました。そして前奨学生のお話には留学生への
奨学金の有効な使われ方、世界の架け橋になるべく学
生へのロータリーアン一人一人の思いが届いていると思わ
れる話、奨学金を頂いている人達の苦労も少し分かった
様にも思いまいした。
　記念館の展示物の中で、私がびっくりした事がありま
した。自分の信念と努力、起業力で財を得た方なのに、
日常使っておられるお茶わんや箸等はとても質素な物を
使っていたとお聞きし、会社のリーダーとしても何かを考
えさせられる事がありました。
　夜の宴会や二次会のカラオケで、奨学生の普段見ら
れない顔が見えて、皆さんと一体になれた２日間に感謝
です。

　〈米山奨学生　ガッラゲ ナディーシャ セウワンディ
　（世話クラブ　大網RC）〉（スリランカ）

　米山記念奨学生なってから８か月ほ
ど経ちましたが、あっという間のように
感じます。ロータリアンの方々のお陰で、
人生初を色々経験できました。その中
10月の米山記念館探訪研修旅行も初経

験に溢れた２日間でした。ロータリアンの方々や奨学生
の仲間達と、とても楽しい時間を過ごし、忘れられない
思い出をたくさん作ることができました。なかでも一番
心に残ったのは、米山梅吉様の一生や米山記念奨学金
財団の歴史、意味や目的などについて学べたことです。
心に刻むような学友会の先輩の話や米山梅吉様のお墓
参りの時間もあってとても感動しました。２日間はずっと、
パラパラと雨が降っている中でしたが、その雨は私の心
の中では、ちらちら舞い落ちる桜のように感じていまし
た。
　旅館やフェリーで過ごした時間がカウンセラーのお父
さん、お母さん、ロータリアンの方々や仲間達と皆でワ
イワイ盛り上がっていて、最高でした。家に帰って来た
後、夢の中から現実に引き戻されたかのように感じてい
て、何日か経つまでその余韻から抜けきれませんでした。
本当に勉強になりましたし、楽しかったです。このよう
な機会を私たち奨学生に与えて頂き、ロータリアンの方々
へ心から感謝致します。

米山梅吉記念館探訪研修旅行の報告
2017-18年度　地区米山記念奨学委員会
委員長 冨　　一美（成田空港南RC）
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　今年度は全国20地区から約50名の学友が参加（2790地区：２名参加）し、三木

ＲＩ理事エレクト、村上第３ゾーンRRFC、瀧川2680地区ガバナーをはじめ多くの

ロータリアンの皆様のご臨席のもと、11月11、12日に神戸メリケンパークオリエ

ンタルホテルで開催

されました。

　総会では、ゲスト

であるＲＩ学友担当

ビル・リンツ氏と、

2680地区グローバ

ル補助金奨学生OB

の大類隼人氏が登壇

され、世界の学友事

情、途上国で医療援

助を行う大類氏主催

のNPO法人の活動

について、各々ご講演されました。そして２日に渡り、テーブル別、ゾーン別にディ

スカッションが行われ、各地区の現状や課題について、他地区の学友たちと活発な

意見交換をすることができました。他地区の現状に耳を傾ける中、共通する問題点や、

相違点、懸念事項などを知ることができたこと、近隣地区学友と懇親を深めること

ができたことは総会に参加した大きな利点で、今後自地区での活発な学友会活動に、

参考として活かすことができると思われます。

　また、全国総会と並行して

実現したのが 11月17日に東

京で行われたビル・リンツ氏

を囲む近隣地区学友懇親会

で、関東６地区から19名の学

友が参加し、今後自地区のみ

ならず、地区を越えての学友

会活動にもつなげていきたい

と意気投合しました。

奨学生学友委員会だより
日本ロータリー学友会総会と近隣地区学友懇親会

2790地区学友会 幹事　宮坂　真依子


